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２

平
成
二
十
二
年
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
旧
平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き

特
定
保
険
業
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
保
険
業
を
い
う
。）を
行
っ
て
い
る
特
定
保
険
業
者
（
同
条
第
三
項
に

規
定
す
る
特
定
保
険
業
者
を
い
う
。）及
び
移
行
法
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
保
険
業
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
五
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

号
中
「
改
正
法
」
と
あ
る
の
は
「
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
五
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
二
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成
二
十
二
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
改
正
法
」
と
、
同
条
第

二
号
中
「
改
正
法
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成
二
十
二
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
改
正
法
」
と
、
同
条
第
三
号
及
び
第

四
号
中
「
改
正
法
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成
二
十
二
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
改
正
法
」
と
す
る
。

（
登
録
免
許
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

登
録
免
許
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
保
険
業
の
認
可
で
課
税
す
る
も
の
の
範
囲
）

第
十
一
条
の
二

法
別
表
第
一
第
三
十
七
号
`

に
規
定
す
る
国
の
行
政
機
関
に
よ
る
認
可
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
は
、
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
（
特
定

保
険
業
を
行
つ
て
い
た
一
般
社
団
法
人
等
に
関
す
る
特
例
）
の
認
可
で
、
都
道
府
県
の
知
事
又
は
教
育
委
員
会
が

す
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十

八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
二
条
の
二
を
第
十
二
条
の
三
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
十
二
条
の
二

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
再
処
理
事
業
者
は
、
再
処
理
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は

事
業
所
に
お
い
て
、
津
波
そ
の
他
の
事
象
に
よ
つ
て
交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
使
用
済
燃
料
、
核
燃
料

物
質
及
び
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
残
り
の
液
体
（
そ
の

放
射
能
が
三
・
七
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。）の
崩
壊
熱
等
に
よ
る
過
熱
を
除
去
す
る
全
て
の
設
備
並
び

に
水
素
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
に
お
い
て
そ
の
滞
留
を
防
止
す
る
全
て
の
設
備
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合

（
以
下
「
交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
」
と
い
う
。）に
お
け
る
再
処
理
施
設
（
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
使
用
済
燃
料
、
核
燃
料
物
質
及
び
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液

体
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
残
り
の
液
体
が
存
在
し
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
。

二

交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を

配
置
す
る
こ
と
。

（
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
、
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
抵
当
証
券
業
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
抵
当
証
券
業
者
が
行
う
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
行
う
同
条
第
七
項
に
規
定
す

る
役
務
の
提
供
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第

一
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
抵
当
証
券
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
百
十

四
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
抵
当
証
券
業
者
が
行
う
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
及
び
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
行
う
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
（
平
成
二
十
五
年
九

月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
限
る
。）

二

保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
七
項
第
一
号
ホ

b
に
規
定
す
る
認
可
特
定
保
険
業
者
が
同
法
附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
七
十
二
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
又
は
業
務
と

し
て
行
う
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供

別
表
第
二
第
三
十
九
号
中「（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）」を
削
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

総
務
大
臣

片
山

善
博

法
務
大
臣

江
田

五
月

外
務
大
臣

松
本

剛
明

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

環
境
大
臣

松
本

È

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

三

交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
に

関
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

四

交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
源
車

そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

五

前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九

交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す

る
こ
と
。

第
十
七
条
第
二
項
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
二
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一

交
流
電
源
供
給
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
再
処
理
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関

す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
使
用
済
燃
料
、
核
燃
料
物
質
及
び
使
用
済
燃
料
を
溶
解
し
た
液
体
か
ら
核
燃

料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
残
り
の
液
体
（
そ
の
放
射
能
が
三
・
七
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
も
の
に

限
る
。）が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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